
失敗しない！ 住宅会社選びチェックシート

5～6個

家づくりの基本は

しっかりと

押さえられています。

2～0個

契約前に

もう一度確認した方が

良いかもしれません。 

3～4個

良い住宅会社

選びのために、

もう少し確認してみましょう。

チェック項目はいくつありましたか？

耐震等級3を取得していますか？
『耐震等級3相当』ではなく、正式な『耐震等級3』か確認しましょう。

気密測定は全棟で実施していますか？
高性能住宅は、計算ではなく現場で測定します。

軒、庇、アウターシェードはありますか？
断熱だけでは夏は快適になりません。

冬の日射取得について説明がありましたか？
南の窓の考え方で暖かさは大きく変わります。

エアコンが各部屋ごとにありませんか？
高性能住宅はエアコンの数を最小限に抑えられます。

東西に大きな窓はありませんか？
東西に窓があると、夏は朝日や西日が室内に入り暑い家になります。

Q.なぜその窓の位置にしたのですか？
土地・日射・窓配置まで説明できる会社は意外と少ないです。

オススメ
質 問

まずはこの６つを確認。高断熱だけでは快適にならない？！1
step



耐震等級3は許容応力度計算によるものですか？
構造計算には種類があり、より精度の高い『許容応力度計算』が望ましい。

断熱材の特徴について説明がありましたか？
断熱材にはそれぞれ特徴があります。性能だけでなく、蓄熱性や耐久性も確
認しましょう。

換気は熱交換型の第一種換気ですか？
第一種換気は、給気と排気の両方を機械で行う換気方式で、計画的に行えま
す。その中でも熱交換型は熱損失が小さくなり、室温環境に影響を与えます。

空調計画まで設計されていますか？
断熱・気密だけで快適な家にはなりません。家全体の温度を整えるために、
空調計画まで考えられているか確認しましょう。

ダブル断熱になっていますか？
充填断熱と外張り断熱を組み合わせることで、断熱等級7のような高い断熱
性能を実現しやすくなります。

屋根の断熱方法について説明はありましたか？
夏の屋根の表面温度は約70～80℃まで上昇します。屋根の断熱をしっかり
行わなければ、暑い家になってしまいます。

すべての項目にチェックが理想です。

しかし本当に大切なのは、心地よい暮らしのために、

「なぜその設計なのか」 「なぜその性能が必要なのか」

を住宅会社が説明できることです。

後悔しない家づくりのために、ぜひ担当者へ質問してみてください。

失敗しない！ 住宅会社選びチェックシート

住み心地にこだわるなら、さらに確認したい6つのポイント2
step


